
 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは10ページへ

主な内容

P10－11	 地震への備え ～防災対策は日頃から～
P12	 ３月26日（日）・４月２日（日）の休日窓口
P14	 いせさき京三つ葉「紗

さ

雪
ゆき

」誕生
P15	 まちの出来事 境ひので保育所の豆まき ほか

表紙写真：伊勢崎市図書館
市内には伊勢崎市図書館をはじめ５カ所
の図書館・図書室があります。絵本や小
説だけでなく、雑誌や郷土資料などさま
ざまな資料があることを、皆さんはご存
じですか。本を借りるだけではない、図
書館の魅力を紙面で紹介します。

図
書
館
の
あ
る
暮
ら
し

～
本
と
空
間
を
楽
し
む
～

Ｐ
2

−

9
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図
書
館
の
あ
る
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
本
と
空
間
を
楽
し
む
～

魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所 

図
書
館

　
図
書
館
は
誰
で
も
自
由
に
入
れ

る
場
所
で
す
。
読
書
を
好
き
な
だ

け
楽
し
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

図
書
館
の
静
か
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
も
そ
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

本
も
空
間
も
楽
し
め
る
場
所
、
そ

れ
が
図
書
館
で
す
。

　
図
書
館
は
皆
さ
ん
の「
知
り
た

い
」に
応
え
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
身
近
な
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
も
の
か
ら
専
門
書
ま
で
、
資

料
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
紙
と

ペ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
図
書
館
は
あ

な
た
の
研
究
室
に
も
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
簡
単
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
手
軽
で
便
利
な
一
方
、

そ
れ
ら
が
全
て
確
か
な
情
報
だ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
に
あ
る

資
料
に
は
、
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る

よ
う
な
手
軽
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

信
頼
で
き
る
確
か
な
情
報
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
情
報
の

確
か
さ
も
図
書
館
の
魅
力
で
す
。

図
書
館
の
役
割

　
図
書
館
は
魅
力
あ
る
資
料
を
収

集
、
整
理
、
保
存
し
、
知
識
と
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん

の
文
化
活
動
や
学
習
を
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し

て
情
報
発
信
す
る
の
も
図
書
館
の

大
切
な
役
割
で
す
。
図
書
館
は
人

や
文
化
を「
は
ぐ
く
む
」、
生
活
・

学
び
・
仕
事
の
課
題
解
決
に「
や

く
だ
つ
」、
地
域
・
学
校
・
人
が

「
つ
な
が
る
」場
所
な
の
で
す
。

楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
み
よ
う

　
市
内
の
図
書
館
で
は
、
膨
大
な

量
の
本（
約
61
万
冊
！
）を
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を

上
手
に
利
用
で
き
た
ら
、
人
生
が

も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
そ
こ
に
は
思
わ
ぬ
出
会
い

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合

わ
せ
て
、「
は
ぐ
く
む
」「
や
く
だ

つ
」「
つ
な
が
る
」場
所
、
図
書
館
。

あ
な
た
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
を

見
つ
け
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

市民プラザ図書室 赤堀図書館 伊勢崎市図書館あずま図書館境図書館

特集

　
皆
さ
ん
は
最
近
、
図
書
館
に
行
き
ま
し
た
か
。
図
書
館
は
本
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
知
識
を
深
め
た
り
趣
味
を
広
げ
た
り
で
き
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
図
書
館
に
は
本
を
借
り
る
だ
け
で
は
な
い
、
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
で
図
書
館
を
利
用
し
ま
せ

ん
か
。

問
い
合
わ
せ　
図
書
館
課（
☎

（23）
２
３
４
６
）

　 富塚町220－13
　 平日＝午前９時～午後７時
　 土・日・祝日＝午前９時～午後５時
　 第２・４火曜日など
　 ※第２・４火曜日が祝日の場合
　 は開館し、その翌日が休館です

　 西久保町二丁目82－1
　 平日＝午前９時～午後７時
　 土・日・祝日＝午前９時～午後５時
　 第１・３火曜日など
　 ※第１・３火曜日が祝日の場合
　 は開館し、その翌日が休館です

☎32－9488 ☎74－0209 ☎62－9988 ☎63－1200 ☎23－2346
　 境724−1
　 平日＝午前９時～午後７時
　 土・日曜日＝午前９時～午後５時
　 月曜日、祝日など
　 ※祝日が日曜日の場合は開館し
　 ます

　 曲輪町22－21
　 平日＝午前９時～午後７時
　 土・日曜日＝午前９時～午後５時
　 水曜日、祝日など
　 ※祝日が日曜日の場合は開館し
　 ます

　 田部井町三丁目2091
　 平日＝午前９時～午後７時
　 土・日曜日＝午前９時～午後５時
　 月曜日、祝日など
　 ※祝日が日曜日の場合は開館し
　 ます

住
開

休

　＝住所
　＝開館時間
　＝休館日
開
住

休

住
開

休

住
開

休

住
開

休

住
開

休
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図書館のある暮らし 〜本と空間を楽しむ〜

伊勢崎朗読奉仕会の皆さん

　本やCD・DVDなどを
借りるには「伊勢崎市図書
館カード」が必要です。各
図書館・図書室の窓口（カ
ウンター）にお越しください。

利用登録できる人
●市内に在住または在勤・在学の人
●隣接している市町村（前橋市・桐生市・太田市・
　玉村町、埼玉県本庄市・深谷市）に在住の人

利用登録の手順
①図書館カード申込書に必要事項（住所、氏名な
　ど）を記入してください。
②住所・氏名・生年月日が確認できる物（運転免
　許証、健康保険証、学生証など）を提示してく
　ださい。市内に在勤・在学の人は、勤務先・在
　学先の住所が確認できる物も持ってきてくださ
　い。

STEP１　図書館カードを作る
初めてでも安心

基本編

貸出点数

STEP２　借りる

借りた本が読み終わらない！
そんなときは 貸出期間の延長を

貸出期間内であれば、予約の入っていない資料は
１回に限り、申し出の日から15日間延長できま
す。電話またはカウンターで申し出てください。

図書館ごとに
本・雑誌 紙芝居 視聴覚資料

（CD・DVDなど）

５冊まで ２巻まで ３点まで
貸出期間　いずれも15日間

STEP３　返却する
　市内の図書館・図書室で借りた資料は、どの図
書館・図書室でも返却できます。返却の際、図書
　　　　　　　　　館カードは必要ありません。
　　　　　　　　　図書館が閉まっているときは、
　　　　　　　　　入り口付近にある返却ポスト
　　　　　　　　　に入れてください。CD・DV
　　　　　　　　　Dも返却できます。市民プラ
　　　　　　　　　ザ図書室は、市民プラザが閉
　　　　　　　　　館しているときはほかの図書
　　　　　　　　　館の返却ポストを利用してく
　　　　　　　　　ださい。

　視覚障害のある人、体が不自由
で一人で図書館に来られない人、
介護保険の要介護または要支援の
認定を受けている人などに、本な
どをお届けしています。詳しくは
伊勢崎市図書館（☎23−2346）に
問い合わせてください。

■配達サービス
　各図書館・図書室には下記のとお
り、視覚障害者用の資料もあります。
気軽に相談してください。
●点字図書（点字で書かれた本）
●大活字本（大きな字で書かれた本）
●録音図書（録音テープにボランテ
　ィアの朗読者が吹き込んだもの）

■視覚障害者向けのサービス

借りた本などを汚したり、壊したり、なくしたり
してしまったときは、職員に相談してください。

資料検索 できます
　本や視聴覚資料などは、各図書館・図書室の利
用者検索用端末（O

オ ー パ ッ ク

PAC）や図書館ホームページで
検索することができます。資料がどの図書館にあ
るかや、貸し出し中かどうかが分かります。見つ
からないときは気軽に職員に声を掛けてください。

検索方法
●利用者検索用端末（OPAC）で
　資料検索のほか、新着資料や貸し出しランキン
　グなどの情報も見られます。
●図書館ホームページで
　パソコン、スマートフォン、携帯電
　話などからインターネットを利用し
　て検索することができます。

予約 できます
　市内の図書館・図書室にある資料は、予約をす
ることができます。資料が用意できたら電話やメ
ールで連絡します。連絡した日から７日間以内に
借りに来てください。

予約できる点数
　本・雑誌　　５冊まで
　紙芝居　　　２巻まで
　視聴覚資料　３点まで

予約方法
●カウンターで
　予約申込書に必要事項を記入して、カウンター
　に提出してください。資料が用意できたら電話
　で連絡します。
●利用者検索用端末（OPAC）で
　利用したい資料を検索してください。資料が貸
　し出し中またはほかの図書館にある場合は、画
　面の指示に従って図書館カードの番号とパスワ
　ード（※）を入力し、予約してください。資料が
　用意できたら電話で連絡します。
●図書館ホームページで
　利用したい資料を検索してください。「カート
　追加」をクリックし、画面の指示に従って図書
　館カードの番号とパスワード（※）を入力し、予
　約してください。資料が用意できたらメールで
　連絡します。

リクエスト できます
　探している本が市内の図書館・図書室にないと
きは、リクエストを受け付けています。図書館同
士のネットワークを生かして市外の図書館から借
用（相互貸借）して貸し出します。国立国会図書館
から借用して図書館内で閲覧することもできます。

リクエストできる資料・点数
　本　５冊まで
　※マンガ・雑誌・視聴覚資料は除きます
　※要望に応えられない場合もあります

コピーサービス します（有料）
　各図書館では、所蔵している資料に限り、著作
権法の範囲内でコピーできます（市民プラザ図書
室は除きます）。カウンター（伊勢崎市図書館は２
階調査相談室カウンター）で複写申込書に必要事
項を記入し、コピーを希望する資料と一緒に提出
してください。

料金　１枚10円
　※A４・B４・A３サイズ、白黒で、１人につき
　１部まで
　※形状や保存などの観点からコピーできない資
　料もあります

私たちがテープに
吹き込んでいます！

かみしばい

借りた本などを汚したり、壊したり、なく
したりしてしまったら

※事前に図書館・図書室のカウンターで、
パスワードの設定手続きをしてください　

知っていると便利

活用編

▲市内の全図書館・
図書室で使えます

▲こちらから
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▲伊勢崎市図書館では２階に専用コーナーがあります。専
用コーナーがない図書館・図書室でもレファレンスサービ
スを行っていますので、困ったときは職員に声を掛けてく
ださい

ロールパンのろうるさん
小山 友子 作・絵 / 教育画劇
ロールパンのろうるさんは、お客
さまに頼まれたものなら、なんで
も心を込めて作ります。だから今
日も、ろうるさんの不思議なパン
工房にはお客さまがいっぱい！　
楽しい食べ物の紙芝居。

明日、会社に行くのが楽しみに
なる お仕事のコツ事典
文響社編集部 編 / 文響社

休みたい、また残業しんどい、毎日
つまらない、だるい…。あらゆるプ
チストレスに、さようなら！　働く
女子の悩みを解決する、お仕事応援
BOOK。長～い「仕事時間」が「楽し
い！」に変わる、230のアイデアを
紹介。

　
図
書
館
で
本
を
購
入
す

る
と
き
は
、
所
蔵
し
て
い

る
資
料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
選
書
を
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人

に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い

の
で「
皆
さ
ん
に
読
ん
で

も
ら
え
そ
う
か
な
」と
考

え
て
選
び
ま
す
。
利
用
者

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
る「
こ

う
い
う
本
を
探
し
て
い
る
」

と
い
う
声
も
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

　
図
書
館
に
は
文
字
ば
か

り
の
本
だ
け
で
な
く
、
写

真
が
た
く
さ
ん
あ
る
本
や

旅
行
ガ
イ
ド
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
も
あ
る
の
で
、
気
軽
に

利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
向
け
の
本
は
大
人

が
読
む
と
と
っ
て
も
分
か

り
や
す
い
の
で
、
ぜ
ひ
大

人
の
皆
さ
ん
に
も
読
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
。

　
本
を
探
し
て
い
る
と
き

や
困
っ
た
と
き
は
、
ど
ん

ど
ん
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
タ
イ
ト
ル
が
分
か
ら

な
い
本
も
、
必
ず
答
え
ら

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
み
ん
な
で
探
し
ま

す
。「
表
紙
に
こ
う
い
う

絵
が
あ
っ
た
」と
い
う
話

か
ら
探
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
読
み
た
い
本
が

な
い
と
き
は
、
お
薦
め
の

本
も
紹
介
し
ま
す
よ
。
い

ろ
い
ろ
な
本
を
提
案
す
る

の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
お

気
に
入
り
の
本
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

に
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で

も
ら
っ
て
、「
図
書
館
っ

て
楽
し
い
な
」と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

新聞
上毛新聞をはじめ、朝
日新聞や読売新聞、毎
日新聞などの新聞を閲
覧できます。過去の新
聞は縮刷版やマイクロ
フィルム・CD−ROM
でも読むことができま
す。縮刷版やマイクロ
フィルムなどは図書館
ごとに置いてある新聞
が違うので、事前に問
い合わせてください。

　レファレンスサービスは、皆さんの調べ物のお手伝いを
するサービスです。こんなとき、ぜひ利用してください。

　利用する際は、調べたいことについて具体的に教えてくだ
さい。関連する資料を職員が提案します。専用コーナーやカ
ウンターなどにいる職員に気軽に相談してください。

　～あなたの「知りたい」をお手伝い～

困ったときはどんどん声を掛けて

伊勢崎市図書館 司書

須
す

田
だ

 奈
な

留
る

美
み

さん

雑誌
ファッションやスポーツ、文芸、自然
科学、テーマパークの情報誌などさま
ざまな種類の雑誌を閲覧できます。バ
ックナンバーは借りることもできます。

図書館のある暮らし 〜本と空間を楽しむ〜

種類もいろいろ

資料編るるぶ
株式会社 JTB パブ
リッシング

さまざまな地域・
観光地を紹介する
旅行ガイドブック。
日本国内はもちろ
ん、海外版も数多
く取りそろえてい
ます。

Re:ゼロから始める
異世界生活10
長月 達平 著
大塚 真一郎 イラスト /
株式会社KADOKAWA
メディアファクトリー
魔女教大罪司教「怠惰」を討伐
し、エミリアとの再会を果た
したスバル。しかしそれは新
たな波乱の幕開けだった。ロ
ズワールやラムとの合流を目
指し、「聖域」と呼ばれる地へ
向かうが…。ウェブサイト『小
説家になろう』の連載作品を書
籍化。

郷土資料
市史や郷土史などのほか、古文書や古
地図などの貴重な地域の歴史資料も保
管しています。貸し出しや閲覧できる
ものもありますので、詳しくは職員に
声を掛けてください。

レファレンスサービス

私たちが
お手伝いしま

す

どんな本で調べたら
いいのか知りたい

探している本がどこに
あるのか知りたい 昔読んだけど、タイトルが

分からない本をどうやって
探せばいいのか知りたい

調べたいテーマに関連した
資料を、どうやって探せば
いいのか知りたい

カウンターで
お待ちしています
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あずま図書館で行われた
読み聞かせに参加した
佐
さ

々
さ

木
き

 奈
な

津
つ

美
み

さん（三室町）
　　　 結

ゆい

菜
な

ちゃん

　映画や落語など、大人がちょっと息抜きに楽しめ
るイベントのほか、朗読を聞いて楽しむ朗読会など
を開催しています。もちろん、図書館に来るだけで
も大歓迎です。
●名作映画会
●図書館寄席
●大人のための朗読会
●文学歴史講座　など

▲１月に開催された新春図書館寄席（伊勢崎市図書館）

▶
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
読
み
聞
か
せ
に
は

た
く
さ
ん
の
親
子
が
参
加（
あ
ず
ま
図

書
館
）

　
図
書
館
の
魅
力
は
新
し

い
本
に
出
会
え
る
と
こ
ろ

で
す
ね
。
小
さ
い
こ
ろ
は

絵
本
や
特
定
の
シ
リ
ー
ズ

の
本
だ
け
読
ん
で
い
ま
し

た
け
ど
、
大
人
に
な
っ
て

以
前
読
ま
な
か
っ
た
本
を

手
に
取
る
と「
あ
、
意
外

と
こ
れ
面
白
か
っ
た
ん
だ

な
」と
か「
あ
の
と
き
読
ん

で
お
け
ば
良
か
っ
た
な
」

と
い
う
発
見
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
興
味
や
知
識
が
広

が
っ
て
、
別
の
ジ
ャ
ン
ル

の
本
に
も
手
が
伸
び
る
の

が
楽
し
い
で
す
。

　
有
名
な
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

若
い
人
に
は
も
っ
と
図
書

館
に
来
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
特
定
の
本
が
目
的

で
来
て
も
、
隣
を
見
た
ら

「
あ
、
こ
う
い
う
本
が
あ

る
ん
だ
」っ
て
気
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

　
図
書
館
の
利
用
は
そ
の

と
き
限
り
に
は
し
て
ほ
し

く
な
い
で
す
ね
。
小
さ
い

と
き
に
行
っ
た
だ
け
で
満

足
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

た
大
き
く
な
っ
た
と
き
に

久
し
ぶ
り
で
も
い
い
か
ら

来
て
ほ
し
い
で
す
。
児
童

書
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
一
般

書
の
方
に
行
っ
て
み
て
読

ん
で
み
よ
う
と
か
。
一
般

書
を
読
ん
で
み
た
ら
外
国

の
本
も
読
ん
で
み
よ
う
か

な
と
か
。

　
元
気
に
し
て
く
れ
る
、

人
生
を
変
え
る
よ
う
な
本

と
の
出
会
い
も
人
に
よ
っ

て
は
あ
る
と
思
う
の
で
、

何
度
も
図
書
館
に
来
て
そ

う
い
う
本
を
見
つ
け
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　親子で楽しめるイベントを開催しています。ボ
ランティアによる読み聞かせは０歳から参加でき
るものもあります。
●赤ちゃん向けの読み聞かせ
●子ども向けの読み聞かせ
●アニメシアター
●人形劇　など

　昭和60年から伊勢崎朗読奉仕会
で活動しています。視覚障害者のた
めのボランティアとして、図書館で
題材となる本を借りていろいろと読
みました。シリーズ物は一つ読み始
めると次々とそれを読むんです。
　図書館には大活字本もあります。
いろんな作家さんの本があって、と
ても充実しています。字がよく見え
ないから本はもう駄目だと言う人も、
図書館に来てみるといいですよ。

角
つの

田
だ

 静
しず

子
こ

さん（曲輪町）中
なか

田
た

 美
よし

子
こ

さん（乾町）

　新聞で紹介された本の記事を切り
抜いて持っていって、図書館にある
か調べるんです。棚にあればすぐに
借りられるので、うれしいですね。
今、お気に入りの作家は佐藤愛子さ
ん。最初はたまたま図書館で『血脈』
という本を借りて読んだんです。は
まりましたね。佐藤さんの本を読む
と元気が出るんですよ。気になる本、
読みたい本があったら、ぜひ図書館
へ来てください。

利用者さんの声

　展示や特設コーナーで、テーマに関連した資料を紹介
しています。時期によってさまざまなテーマを取り上げ
るので、紹介される資料もその時々。これまで知らなか
った、新たな出会いがあるかもしれません。

◀季節ごとにテーマに
合わせた本を特設コー
ナーで紹介

▲▶伊勢崎市図書館で行われた
「M

メード

ade i
イン

n いせさき展」では、市
内企業が作ったさまざまな製品
を関連図書と一緒に展示図書館では、

臨時職員やボ
ランティアを
募集していま
す。図書館の
仕事に興味が

図書館で一緒に働きませんか

　各図書館・図書室には学習室や学習スペー
スを設けています。静かに集中して勉強した
いときにはぜひ利用してください。調べ物や
読書に使うこともできます。

伊勢崎市図書館の本を利用した読書会で出会ったという中田さん（左）
と角田さん（右）。お二人に図書館の上手な利用方法や図書館との関わ
りについて、話を聞きました。

図書館ボランティア

服部 祥
しょう

太
た

さん（田部井町二丁目）

図書館の魅力は新しい本との出会い

初めて読み聞かせに参加し
ました。児童館で会った人
にいいと聞いていましたが、
すごく良かったです。子ど
もも真剣に話を聞いてくれ
ました。来月もぜひ参加し
たいです。

もっと楽しもう

特別編

図書館のある暮らし 〜本と空間を楽しむ〜

ある人は、問い合わせてください。
問い合わせ　図書館課（☎23－2346）

あなたの力を図書館へ

これまでのテーマ
●クリスマス
●バレンタインデー
●猫の日（２月22日）

静かに勉強したい 新たなものに出会いたい 親子で楽しみたい

ちょっと息抜きをしたい

本を棚に戻しています

図書館っていいですよ

は っと り
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地震への備え　〜防災対策は日頃から〜
　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
大
き
な
地
震
が
断
続
的
に
発
生

し
、
熊
本
県
を
中
心
に
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
い
つ
大

き
な
地
震
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

家
屋
の
耐
震
改
修
や
家
具
の
固
定
な
ど
、
ま
ず
は
身
の
回
り
か
ら
安
全
対

策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

地
震
へ
の
備
え

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
備
え
て

　
災
害
時
に
は
水
や
電
気
、
ガ
ス
、

通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停

止
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
高
速

道
路
な
ど
の
交
通
網
が
被
災
し
、

被
災
地
に
物
資
が
届
か
な
い
状
況

が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
事
態
に
備
え
、
非

常
食
や
飲
料
水
な
ど
を
家
庭
で
備

蓄
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
の
備
蓄

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
非
常
食
や
飲
料

水
を
消
費
・
補
充
し
な
が
ら
、
家

庭
に
一
定
量
を
備
蓄
品
と
し
て
保

つ
こ
と
。
災
害
時
の
た
め
に
特
別

に
物
を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、

可
能
な
限
り
普
段
の
生
活
で
使
い

な
が
ら
買
い
換
え
る
物
で
備
蓄
品

を
賄
う
の
が
理
想
的
で
す
。

家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

　
過
去
の
大
地
震
で
は
、
大
き
な

揺
れ
に
よ
り
倒
れ
て
き
た
家
具
の

下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
倒
れ
て
き
た
家

具
に
よ
っ
て
出
入
り
口
が
ふ
さ
が

れ
、
逃
げ
遅
れ
る
な
ど
の
ケ
ー
ス

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
家
具
や
出
入
り
口
に
あ

る
家
具
を
固
定
す
る
こ
と
は
、
地

震
対
策
と
し
て
大
変
有
効
で
す
。

寝
室
に
あ
る
家
具
の
配
置
を
見
直

〜
防
災
対
策
は
日
頃
か
ら
〜

す
な
ど
、
家
庭
内
に
安
全
な
空
間

を
作
り
、
家
族
を
地
震
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

災
害
時
に
避
難
支
援
を
希
望
す
る

人
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
人

が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
市

で
は
支
援
が
必
要
な
人
の
名
簿
を

作
成
し
、
地
域
で
支
援
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
登

録
の
際
、
個
人
情
報
を
各
行
政
区

の
自
主
防
災
組
織
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
、
関
係
機
関
に
提
供
し

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
介
護
保
険
の
要
介
護
ま
た
は
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
人

●
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

●
難
病
患
者

●
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
の
人

●
そ
の
ほ
か
、
避
難
行
動
に
支
援

が
必
要
な
人

※
既
に
登
録
し
て
あ
る
人
は
、
再

度
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

※
施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期
入
所
・

入
院
し
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
ま
た
は
郵
送
で
安
心
安
全

課
へ

※
申
請
書
は
安
心
安
全
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
安
心
安
全

課

　災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信して
います。いざというとき、必要な情報を確実に得られる
よう、いせさき情報メールに登録しておきましょう。

携帯電話で次のメールアドレスに
空メールを送信してください
t-isesaki@sg-m.jpメール

登録方法

▲

棚
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

　災害時は通信回線の混雑や通信施設の被災などに
より、家族などと連絡が取りにくくなります。集合
場所をあらかじめ決めておき、「災害用伝言ダイヤ
ル（☎171）」、各携帯電話会社が提供する「災害用伝
言板」などの利用方法を確認しておきましょう。

災害用伝言ダイヤルの使い方
　災害用伝言ダイヤルは、固定電話や公衆電話、災
害時にNTTが設置する特設公衆電話で利用できます。

　地震はいつどこで発生するか分かりません。緊急地震速報が発表された場合や地震の揺れを
感じたときに、少しでも早く防災行動を取ることが地震被害の軽減につながります。地震発生
時の行動をあらためて確認しましょう。

災害時における協力に関する協定を締結

　災害時、多数の死者や被災者が一時的また
は集中的に発生する場合に迅速かつ円滑な応
急対策を行うため、全日本冠婚葬祭互助協会
と災害時の協力協定を締結しました。結婚式
場などを帰宅困難者のための避難場所として
提供すること、遺体の収容や安置に必要な機
材を貸し出すこと、遺体を安置する作業に協
力することな
ど、災害時に
備えた協力態
勢を確認しま
した。

地震発生！そのときあなたは•••

全日本冠婚葬祭互助協会と
災害時の協力協定を締結

家族との連絡手段を確認しておきましょう

　被災した市民を救援するために必要な物資を、迅速かつ
円滑に調達し供給できるように、株式会社ワークマンと災
害時の物資供給協定を締結し
ました。災害が発生したとき
に、作業服や作業用品などの
物資の供給、応急対策に必要
な物資の供給がスムーズに行
われるように協力します。

　災害などが発生したとき、生活物資の調達や供給がスム
ーズに行われるようにするため、合同会社西友と災害時の
物資供給協定を締結しました。

株式会社ワークマンと
災害時の物資供給協定を締結

合同会社西友と
災害時の物資供給協定を締結

●慌てて外に飛び出さない
●座布団などで頭を保護し、
　大きな家具から離れ、丈夫
　な机の下などに隠れる
●その場で火を消せる場合は火の始末を、火元から
　離れている場合は無理して火元に近づかないよう
　にして、地震の揺れが収まってから火を消す
●通電火災の危険性を考え、ブレーカーを落として
　から避難する

家の中にいたら

●施設の誘導員の指示に従う
●頭を保護し、揺れに備えて
　身構える
●慌てて出口や階段などに殺
　到しない
●ガラス製の陳列棚やつり下がっている照明などの
　下から離れる

人が大勢いる施設にいたら

●最寄りの階で停止させ、速やかにエレベーターか
　ら降りる

エレベーターの中にいたら

●ブロック塀や自動販売機など
　倒れてきそうな物から離れる
●看板や割れた窓ガラスの破片
　が落下することがあるので、
　建物の周囲から急いで離れる

屋外にいたら

●慌ててスピードを落とさな
　い
●ハザードランプを点滅させ
　ながら徐行し、周りの車に
　注意を促す
●周囲の状況を確認し、道路左側に停車する
●エンジンを止めて揺れが収まるまで車内で待ち、
　揺れが収まったら、ドアをロックせずキーを付け
　たまま車外に出て、安全な場所へ避難する

自動車を運転していたら

●つり革、手すりなどにしっかりつかまり、車外に
　投げ出されないように気を付ける
●車掌や誘導員の指示に従う

電車・バスに乗車していたら

①171をダイヤル
②録音（１をダイヤル）または
　再生（２をダイヤル）を選ぶ
③メッセージを残す（録音す
　る）場合は自宅の電話番号、
　メッセージを再生する場合
　は連絡を取りたい人の電話
　番号をダイヤル
④メッセージを録音・再生

▲水やお茶、レトルト食品、
日用品などを備蓄しましょう



広報いせさき　No.29313 12

情報ワイド

2017年（平成29年）3月1日号

３月26日（日）・４月２日（日）の休日窓口の取り扱い業務を拡大

受
給
資
格
は
３
月　
日
ま
で
。

ほ
か
の
福
祉
医
療
制
度
に
該
当
す

る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
ひ
と

り
親
家
庭
の
福
祉
医
療
に
該
当
し

て
い
る
人
で
、
受
給
資
格
の
有
効

期
限
が
本
年
３
月
31
日
ま
で
の
人

は
、
そ
の
後
の
医
療
費
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
記
の
資
格
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば

４
月
以
降
も
福
祉
医
療
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

給
資
格
の
認
定
は
、
必
要
書
類
の

確
認
が
で
き
た
日
か
ら
で
す
。
現

在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
間

中
学
３
年
生
の
子
ど
も
・
子
ど
も
が
18
歳
を
迎
え
た
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

福
祉
医
療
の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

が
切
れ
る
前
で
も
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
請
の
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

適
正
な
受
診
に
ご
協
力
を

　
福
祉
医
療
に
該
当
す
る
人
の
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
制
度
で
掛
か
っ
た
そ
の

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
、
必
要
の
な

い
受
診
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
入
院
し
て
高
額
な
医
療
を
受
け

る
場
合
な
ど
は
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
で「
限
度
額
適
用
認
定

証
」を
取
得
す
る

●
学
校
で
の
活
動
中
の
け
が
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災

害
共
済
給
付
金
を
申
請
す
る

●
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た

と
き
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談（
☎

＃
８
０
０
０
）を
活
用
す
る

問
い
合
わ
せ　
年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福

祉
課

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
う
ち
、

納
税
義
務
者
本
人
が
所
有
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
課
税
の
内
容
を

確
認
で
き
ま
す
。
５
月
上
旬
に
発

送
予
定
の
納
税
通
知
書
に
も
課
税

台
帳
と
同
じ
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

対
象　
納
税
義
務
者
、
納
税
義
務

者
と
同
世
帯
の
親
族
、
納
税
管
理

人
、
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
人
、
借
地
・
借
家
人

手
数
料　
無
料

※
借
地
・
借
家
人
は
土
地
１
筆
３

０
０
円
で
１
筆
増
え
る
ご
と
に
50

円
加
算
、
家
屋
１
棟
３
０
０
円
で

１
棟
増
え
る
ご
と
に
50
円
加
算
さ

れ
ま
す

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
】

　
土
地
の
納
税
者
は
土
地
に
つ
い

て
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
に
つ

い
て
評
価
額
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
償
却
資
産
は
対
象
外
で
す

対
象　
納
税
者
、
納
税
者
と
同
世

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
の
登
録
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
住
所
を
変
更
し
た
と
き
や
、
軽

自
動
車
な
ど
を
廃
車
・
売
却
・
下

取
り
な
ど
で
手
放
し
た
と
き
は
、

３
月
31
日（
金
）ま
で
に
必
ず
登
録

固
定
資
産
税 

閲
覧
・
縦
覧
で
き
ま
す

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
登
録
変
更
は

３
月
31
日（
金
）ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ　
資
産
税
課（
☎
（27）
２
７
１
９
）

帯
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人

手
数
料　
無
料

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

期
間　
４
月
３
日（
月
）か
ら
５
月

31
日（
水
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

会
場　
資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

用
意
す
る
物　
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）、

健
康
保
険
証
な
ど
）、
委
任
を
受

け
た
人
は
委
任
状
、
借
地
・
借
家

人
は
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
有
償
の

権
利
関
係
を
示
す
書
類

平
成　
年
度
用　
路
線
価
、

標
準
宅
地
の
位
置
・
価
格
の
閲
覧

期
間　
４
月
３
日（
月
）か
ら

会
場　
資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

手
数
料　
無
料

の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
と
、
既
に
軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
く

て
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
３

月
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
税
課（
☎
（27）

２
７
１
５
）

　
道
路
上
の
電
柱
や
街
路
樹
な
ど

に
掲
示
さ
れ
た
貼
り
紙
、
貼
り
札

な
ど
の
違
反
簡
易
広
告
物
を
撤
去

す
る
活
動
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
し
て
く
れ
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
良
好
な
景
観
づ

く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
。

活
動
期
間　
登
録
の
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日（
日
）ま
で

※
登
録
を
更
新
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す

対
象
団
体　
20
歳
以
上
の
人
が
２

人
以
上
い
る
市
内
の
団
体
で
、
撤

去
し
た
広
告
物
の
一
時
保
管
場
所

が
あ
る
団
体

申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画

課
へ

※
申
請
書
は
都
市
計
画
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
都
市
計
画

課問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
７
）

違
反
簡
易
広
告
物

除
却
活
動
団
体
を
募
集

市役所の休日窓口を、下表のとおり取り扱い業務を拡大して開設します。
期日　３月26日（日）・４月２日（日）
時間　午前９時～午後５時

29

休日（土・日曜日）の窓口開設
●市民課ではこの期日以外の日曜日（午前９時～午
　後５時）も休日窓口業務を行っています。各支所
　住民福祉課では土曜日（午前９時～午後０時15分）
　に、市民サービスセンター宮子・あずまでは土・
　日・祝日（午前10時～午後７時）に、各種証明書の
　交付申請や印鑑登録の手続きができます
●納税課ではこの期日以外の土・日曜日（午前９時
　～午後３時）も納税相談を行っています

31

臨時開設

臨時開設

　

年金医療課
（４番窓口） 

３月26日（日）・４月２日（日）の休日窓口
開設窓口 取り扱う業務 問い合わせ

☎27－2727
☎27－2729
☎27－2726
☎27－2728
●資格＝☎27－2735
●課税＝☎27－2736
●給付＝☎27－2737
☎27－2739
☎27－2740
☎27－2741
☎27－2723

　
市民課
（１・２・９番窓口）

国民健康保険課
（３番窓口）

 
納税課（６番窓口）

※取り扱える業務が限られています。手続きの内容や必要な書類など、事前に問い合わせてください
※休日窓口業務を行わない課やほかの市町村などに確認が必要な手続きは、受け付けできない場合があります

市
役
所
本
館
１
階

住民票の写し・戸籍の証明などの交付、印鑑登録および証明書の交付
転入・転出・転居など住民異動に関する届け出
出生・死亡・婚姻など戸籍に関する届け出の預かり
パスポートの交付

国民健康保険に関する手続き
（資格の取得・喪失・変更の届け出、給付の申請）

後期高齢者医療に関する手続き（資格の取得・変更の届け出など）
子どもの医療費など福祉医療の手続き（資格の取得・変更の届け出など）
国民年金の手続き（資格の取得・変更の届け出など） 
納税相談

原動機付自転車・小型特殊自動車 こんなときは届け出を
こんなとき 届け出の区分 必要な物

●廃車（処分）する
●市外へ転出する
●市外の人に譲る
●下取りに出す

廃　　車
ナンバープレート
登録者の印鑑
標識交付証明書

市内の人に譲る 名義変更
新しい登録者の印鑑
標識交付証明書
譲渡証明書（旧登録者の押印が
あるもの）

軽自動車・自動車・バイクの登録変更などの届け出先
車種区分 廃車・登録変更などの届け出先

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車（トラクターなど）

市民税課
☎27－2715

二輪の軽自動車
（125㏄を超え250㏄以下）

群馬県自動車整備振興会（前橋市）
☎027－261－0274

二輪の小型自動車
（250㏄を超えるもの）

関東運輸局群馬運輸支局（前橋市）
☎050－5540－2021

三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会群馬事務所
☎050－3816－3109

※普通自動車にかかる税金は県税です。税の仕組みや支払いなどについての
詳細は伊勢崎行政県税事務所（☎24－4350）に、届け出については関東運輸
局群馬運輸支局（☎050－5540－2021）に、それぞれ問い合わせてください

前橋市（ ）

引っ越したら住民票を移しましょう
　進学や就職などで引っ越した人は、現在住んでい
る場所が住所地になります。住民票は、国民健康保
険などの行政サービスや選挙人名簿への登録につな
がる大切な情報です。忘れずに移しましょう。
　手続きには本人確認ができる物（運転免許証など）、
印鑑、転出証明書などの書類のほか、マイナンバー
カード（個人番号カード）などが必要となる場合があ
ります。詳しくは市民課（☎27－2729）に問い合わ
せてください。

福祉医療の資格要件
●身体障害者手帳の１級または２級
●障害年金の１級（相当）
●特別児童扶養手当の１級または２級
●療育手帳の判定Ａ
● 18歳未満の子どもを扶養している母
子・父子家庭など
　 ※18歳の誕生日以後の最初の３月31
日（４月１日生まれは18歳の誕生日
前日）までの子どもを含みます
●自立支援医療費（精神通院）の受給者
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１月26日は文化財防火デー
文化財の防火態勢を確認

青少年健全育成大会
青少年の善行を表彰

　２月４日、赤堀芸術文化プラザで「青少年健全育成大
会」が行われました。親子の付き合い方についての講演
が行われたほか、日頃から地域や学校での活動に積極的
に取り組む青少年（小・中学生、高校生ほか）98人と39
団体、青少年健全育成および非行防止絵画・ポスターの
入賞者９人が表彰されました。

　１月26日、市指定重要文化財の旧森村家住宅（連取町）
で消火訓練が実施されました。旧森村家住宅の敷地内に
ある納屋から出火したと想定し、旧森村家住宅協力会の
皆さんが初期消火や来場者の避難誘導を行ったほか、消
防隊員が水幕放水などを実施。文化財を守るための防火
態勢を確認しました。

　２月３日、境ひので保育所で節分の豆まきが行われました。最初は元気に笑
顔で豆まきの練習をしていた子どもたちでしたが、赤鬼と緑鬼の２匹の鬼が現
れると教室内は大騒ぎ。大きな声で「鬼は外！」と言いながら、鬼に向かって豆
を投げますが、鬼も負けずに子どもたちへと近づいて行きます。悪い子はいな
いかキョロキョロと探す鬼に、子どもたちが「いい子でいますから」「食べ物の
好き嫌いはしません」と約束すると、鬼たちは満足して帰っていきました。

青少年善行表彰を受ける
赤堀中学校手芸部の飯

いい

塚
づか

美
み

羽
う

さん（写真中央） 消防隊員による放水訓練

いい子でいることを約束

鬼とお別れしました

豆をまいて鬼退治

境ひので保育所の豆まき
大きな声で「鬼は外！」

玄関で「鬼は外！ 福は内！」
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赤
堀
地
区
の
根
三
つ
葉

　
伊
勢
崎
市「
農
＆
食
」戦
略
会
議

（
会
員
45
人
）で
は
伊
勢
崎
産
農
畜

産
物
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
消
費
拡

大
に
向
け
て
、
地
場
産
品
目
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
赤
堀
地
区
で
は
、
昭
和
の
中
頃

か
ら「
根
三
つ
葉
」が
盛
ん
に
栽
培

さ
れ
、
京
都
や
大
阪
な
ど
関
西
方

面
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
栽
培
に
は
多
く

の
手
間
が
か
か
り
、
平
成
に
入
る

と
徐
々
に
生
産
す
る
農
家
が
減
少
。

最
盛
期
に
は
30
軒
ほ
ど
あ
っ
た
根

三
つ
葉
農
家
は
、
現
在
で
は
３
軒

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
根
三
つ
葉
誕
生

　
伊
勢
崎
市「
農
＆
食
」戦
略
会
議

根
三
つ
葉
部
会
で
は
、
赤
堀
地
区

で
伝
統
的
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
根

三
つ
葉
を
再
び
赤
堀
の
地
に
根
付

か
せ
、
全
国
に
誇
れ
る
も
の
に
し

よ
う
と
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
商

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
会
員
に
よ
る
試
行
錯

誤
の
末
、
い
せ
さ
き
京
三
つ
葉「
紗

雪
」は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
名
称
の「
根
三
つ
葉
」を「
京
三

つ
葉
」と
し
た
の
は
、
か
つ
て
京

都
や
大
阪
で
愛
さ
れ
て
い
た
歴
史

を
鑑
み
て
、
愛
称
の「
紗
雪
」は
、

青
々
と
し
て
鮮
や
か
な
葉
を
し
な

や
か
で
艶
や
か
な
絹
織
物「
紗さ

綾や

」

に
、
純
白
に
輝
く
茎
を「
雪
」に
例

え
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
せ
さ
き
京
三
つ
葉

「
紗
雪
」フ
ェ
ア
を
開
催

　「
地
産
地
消
推
進
の
店
」登
録
飲

食
店
の
協
力
に
よ
り
、
各
店
が「
紗

雪
」を
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
ま
す
。
協
力
店
は
上
記
の

と
お
り
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

期
間
　
３
月
10
日（
金
）か
ら
26
日

（
日
）ま
で

【
直
売
店
で
の
販
売
】

　
フ
ェ
ア
期
間
中
、
Ｊ
Ａ
佐
波
伊

勢
崎
農
産
物
直
売
所
か
ら
か
～
ぜ

（
田
中
町
）で「
紗
雪
」を
２
０
０
グ

ラ
ム
３
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

　
か
つ
て
赤
堀
地
区
で
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た「
根
三
つ
葉
」に
、
品
質
基
準

を
設
け
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
、
い
せ
さ
き
京
三
つ
葉「
紗
雪
」。「
紗
雪
」を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
市
内
の
飲
食
店
で
提
供
す
る
い
せ
さ
き
京
三
つ
葉「
紗

雪
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
政
課（
☎

（27）
２
７
５
７
）

い
せ
さ
き
京
三
つ
葉「
紗さ

雪ゆ
き

」誕
生

いせさき京三つ葉「紗雪」フェア
特別メニュー提供店
欧風料理レストラン JIN
  ・・・・・・・・・・・
そば蔵 総本舗 ・・・・・・
ただいま ・・・・・
割烹居酒屋 藤っ子 ・・

土が育む根三つ葉の魅力
　スーパーマーケットなどでよく見かける糸
三つ葉は、ビニールハウスでスポンジ状の培
地に種をまき、水と肥料を与える水耕栽培で
育てられます。一方、根三つ葉は畑に種をま
く土耕栽培で育てられます。土耕栽培は水耕
栽培に比べると、はるかに多くの手間がかか
ります。しかし、畑で育てることで根三つ葉
は大きく育ち、味や香りが濃くなります。

▶根三つ葉の新芽
根三つ葉は一度育てた
芽を冬に枯らし、その
後出てくる新芽を育て
ます。一度枯らすこと
で軟らかい根三つ葉に
なります。

TOPICS

（八幡町74−1／☎26−7342）
（寿町102／☎24−0088）

（堤下町118−2／☎23−7716）
（本町1−19／☎22−2661）

　　　　　　　　　―いせさき京三つ葉「紗雪」はどん
　　　　　　　　　な三つ葉ですか。
　　　　　　　　　　一般に出回っている三つ葉（糸三つ
　　　　　　　　　葉）より大きく育ち、味・香りともに
　　　　　　　　　強いのが特徴です。
―育てる上での苦労はありますか。
　栽培期間が長く１年に１回しか出荷できず、少し効率
が悪いです。葉物なので鮮度を大事にし、消費者に少し
でも早く届けられるよう心掛けています。
―お勧めの食べ方は。
　そのままゆでてポン酢などで食べると、素材の味がよ
く分かります。オムレツなどの卵料理にもよく合います。
―消費者へのメッセージをお願いします。
　あまりなじみのない野菜ですので、食べたことのない
人にもおいしさを知ってほしいです。今の季節しか食べ
られないので、旬の味をぜひ味わってください。

根三つ葉農家
小

こ

沼
ぬま

 大
だい

輔
すけ

さん（間野谷町）

生産者インタビュー



春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
４
月
９
日（
日
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　
あ
ず
ま
体
育
館

対
象　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に

登
録
し
た
チ
ー
ム

種
目　
女
子
９
人
制

参
加
料

●
大
会
参
加
料
＝
３
０
０
０
円

●
協
会
登
録
料
＝
５
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
と
き
に
支
払
っ

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
３
月
27
日（
月
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

【
代
表
者
会
議
】

　
参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、
代

表
者
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
31
日（
金
）

時
間　
午
後
７
時
30
分
開
始

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
３
会

議
室募

集

平
成
29
年
度 

学
校
給
食
用

物
資
納
入
業
者
を
募
集

健
康
教
育
課（
☎

（27）
２
７
９
２
）

　
平
成
29
年
度
の
学
校
給
食
の
物

資
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
１

年
ご
と
の
登
録
制
で
す
。
希
望
す

る
事
業
者
は
募
集
要
項
を
確
認
の

上
、
申
請
書
な
ど
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
健
康
教
育
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
し
込
み　
３
月
15
日（
水
）ま
で

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
健
康
教
育

課
へ

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
健
康
教
育

課奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
７
）

対
象　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
学
業
の
優
秀
な
生
徒
・
学

生
で
、
経
済
的
な
理
由
で
進
学
が

困
難
な
人

※
高
専
・
専
修
学
校
は
除
き
ま
す

貸
与
額

●
高
等
学
校
＝
年
12
万
円

●
大
学
・
短
期
大
学
＝
年
30
万
円

※
利
子
は
付
き
ま
せ
ん

※
平
成
29
年
度
に
入
学
す
る
奨
学

生
に
は
、
１
回
に
限
り
入
学
時
給

付
金
と
し
て
３
万
円
を
支
給
し
ま

す申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
４
月
28
日（
金
）ま

で
に
直
接
学
校
教
育
課
へ

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
７
）

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講

演
会
な
ど
の
企
画
・
運
営
や
景
観

資
源
の
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
に

参
加
・
協
力
し
て
く
れ
る
景
観
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
期
間　
認
定
日
か
ら
平
成
30

年
3
月
31
日（
土
）ま
で

※
登
録
を
更
新
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人
、
市
内
に

店
舗
や
工
場
な
ど
が
あ
る
事
業
者

申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
都
市
計
画

課
へ

※
申
請
書
は
都
市
計
画
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
都
市
計
画

課
、

（23）
０
６
０
１
、

tosikei
@

city.isesaki.lg.jp

催
し

サ
ー
ク
ル
文
化
祭

北
公
民
館（
☎

（25）
４
５
４
７
）

期
日　
３
月
25
日（
土
）・26
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
26
日（
日
）は
午
後
４
時
30
分
ま

で会
場　
北
公
民
館

内
容　
絵
画
・
書
の
展
示
、
茶
道
、

研
究
発
表
な
ど

入
場
料　
無
料

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前８時30分～午後５時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

場
町
一
丁
目
、
境
新
栄
の
そ
れ
ぞ

れ
一
部
の
区
域

ス
ポ
ー
ツ

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎

（23）
７
０
１
５
）

期
日　
４
月
２
日
か
ら
５
月
21
日

ま
で
の
日
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
前
６
時
30
分
～
８
時
30

分会
場　
市
庭
球
場

対
象
・
定
員
・
参
加
料

●
一
般（
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
）＝
70
人（
先
着
順
）・
１

５
０
０
円

※
高
校
生
・
大
学
生
は
除
き
ま
す

●
ジ
ュ
ニ
ア（
市
内
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
）＝
30

人（
先
着
順
）・
５
０
０
円

申
し
込
み　
３
月
16
日（
木
）か
ら

26
日（
日
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所
へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す

※
ジ
ュ
ニ
ア
の
申
し
込
み
は
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す

※
施
設
の
年
間

利
用
の
定
期
券

を
持
っ
て
い
る

人
・
申
請
し
て

い
る
人
の
申
し

込
み
は
、
３
月

19
日（
日
）か
ら

受
け
付
け
ま
す

お
知
ら
せ

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日　
３
月
17
日（
金
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ市
消
防
団
の 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

消
防
本
部
総
務
課（
☎

（25）
３
５
１
１
）

　
市
で
は
、
市
消
防
団
に
配
備
さ

れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

最
新
鋭
の
車
両
に
順
次
更
新
し
、

地
域
防
災
力
の
強
化
・
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
第
２
方
面
隊
第
13

分
団
と
境
方
面
隊
第
５
分
団
の
車

両
を
更
新
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
計
画
の
縦
覧

下
水
道
整
備
課（
☎

（27）
２
７
７
７
）

　
伊
勢
崎
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
変
更
案
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間　
３
月
８
日（
水
）か
ら
21
日

（
火
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場　
下
水
道
整
備
課

内
容　
伊
勢
崎
市
公
共
下
水
道
事

業
計
画（
伊
勢
崎
処
理
区
）西
部
系

統
お
よ
び
あ
ず
ま
東
部
地
区
農
業

集
落
排
水
事
業
排
水
区
域
を
東
毛

流
域
下
水
道（
佐
波
処
理
区
）関
連

伊
勢
崎
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
に
加
え
る
も
の

公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

下
水
道
管
理
課（
☎

（27）
２
７
７
４
）

　
３
月
31
日（
金
）か
ら
、
公
共
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
広
が

り
ま
す
。
対
象
区
域
を
示
し
た
地

図
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間　
３
月
９
日（
木
）か
ら
30
日

（
木
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場　
下
水
道
管
理
課

対
象
区
域　
下
植
木
町
、
南
千
木

町
、
茂
呂
町
二
丁
目
、
連
取
元
町
、

連
取
町
、
今
井
町
、
長
沼
町
、
市

休日の漏水などの緊急連絡先
　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495－22－2151）
●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048－577－7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●３月18日（土）　丸橋設備　　　☎25−2412
●３月19日（日）　中央水道　　　☎25−1592
●３月20日（祝）　矢内設備工業　☎32−6053

●３月25日（土）　矢島設備　　　☎24−5840
●３月26日（日）　吹上設備工業　☎76−0406

期日　３月12日（日）
時間　午前10時30分～11時30分
会場　田島弥平旧宅
※車でお越しの際は島村蚕のふるさと公園
または田島弥平旧宅案内所の駐車場を利用
してください

問い合わせ　文化財保護課（☎75−6672）

▲最新鋭の車両を配備

田島弥平旧宅火災防ぎょ訓練

　子どもの通学路のパト
ロールにボランティアと
して参加できる人を募集
します。
活動期間　４月１日（土）以後登録した日か
ら平成30年３月31日（土）まで

対象　市内に在住または在勤・在学で、防
犯地域パトロールに継続的に参加できる
個人・団体

内容　散歩や子どもの送迎などの際、市か
ら貸与された腕章を着用してパトロール
活動を行います。活動時間や方法などは
自由です
　※ボランティア保険に加入します。加入
料は市が負担します

申し込み・問い合わせ　安心安全課（☎27
−2706）

防犯地域パトロール協力員を募集

▲腕章を貸与します

旧境島小学校

島村蚕の
ふるさと公園
島村蚕の
ふるさと公園

旧境島小学校

中瀬・牧西線
中瀬・牧西線

島村渡船乗り場
利 根 川

N

P 田島弥平旧宅
案内所
田島弥平旧宅
案内所

埼玉県本庄市 埼玉県深谷市

案内図

田島弥平旧宅

広報いせさき　No.29317 2017年（平成29年）3月1日号 16

情報掲示板
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ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

期
日　
3
月
16
日（
木
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　
市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

定
員　
10
組（
抽
選
）

内
容　
植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
て
赤

ち
ゃ
ん
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
、
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
９
日（
木
）午
前 

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

操
を
し
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
10
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室

北
公
民
館（
☎

（25）
４
５
４
７
）

期
日　
３
月
24
日（
金
）・31
日（
金
）

（
全
２
回
）

時
間　
午
後
６
時
～
７
時

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
に
在
住
の
３
歳
以
上

９
歳
以
下
の
子
ど
も

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
チ
ア
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
10
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

を
使
っ
て
丸
い
ト
ピ
ア
リ
ー
を
作

り
ま
す

参
加
料　
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
３
月
８
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

は
じ
め
て
の
手
話
教
室

殖
蓮
公
民
館（
☎

（26）
４
５
６
０
）

期
日　
４
月
10
日
・
17
日
・
24
日

の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
殖
蓮
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
手
話
の
簡
単
な
あ
い
さ
つ

や
自
己
紹
介
な
ど
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
９
日（
木
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
殖
蓮
公
民
館

へダ
ン
ス
＆
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス

教
室赤

堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
３
月
17
日（
金
）・31
日（
金
）

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

内
容　
ヨ
ガ
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
取

り
入
れ
た
ダ
ン
ス
や
、
マ
ッ
ト
を

使
っ
た
体
の
ゆ
が
み
を
整
え
る
体

講
座

和
菓
子
体
験
教
室

境
剛
志
公
民
館（
☎

（74）
０
１
６
８
）

期
日　
３
月
28
日（
火
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
境
剛
志
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
３
月
13
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
剛
志
公
民
館

へエ
コ
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
☎

（32）
３
１
６
６
）

期
日　
３
月
15
日（
水
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

大観覧車ひまわり

　カップルで観覧車に乗った人に、お得な
クーポン券を差し上げます。午前11時と午
後２時から観覧車に乗った人、それぞれ先着
100人にはプレゼントがあります。
　※天候により変更になる場合があります
期日　３月12日（日）
時間　午前９時～午後５時

ホワイトデーイベント

▲インテリアにトピ
アリーを

◆川口オート場外発売　サンケイスポーツ杯
　GⅠ開設65周年記念グランプリレース
　3/8 •  9 • 10 •  11 • 12 

◆飯塚オート場外発売　NIPPO杯スプリングバトル
　3/13 • 14 • 15 • 16
◆山陽オート場外発売　特別GⅠ共同通信社杯プレミアムカップ
　3/18 • 19 • 20 • 21 • 22

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/
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情報掲示板

全血献血（200ml・400ml）
献血にご協力ください

期日　３月13日（月）
時間　午前９時30分～午後４時
※午前11時45分から午後１時までは除きます

会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2748）

献　血

華蔵寺公園遊園地 ☎25−4478
http://www8.wind.ne.jp/kezouji/



いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

史
跡
・
田
島
弥
平
旧
宅
の
こ
れ
か
ら

　
平
成
24
年
９
月
、
田
島
弥
平
旧

宅
は
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
」の
構
成
資
産
と
し
て

世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る

付
属
建
物
の
修
理
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
修
理
は
整
備

や
公
開
の
基
本
方
針
を
定
め
た
整

備
基
本
計
画
に
の
っ
と
っ
て
行
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
昨
年
度
に
決

定
し
、
２
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
か
ら
27
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
建
物
調
査
で
は
、
主お

も

屋や

の
１
階「
上じ

ょ
う

段だ
ん

の
間
」か
ら
、
火
を

た
い
た
炉ろ

跡あ
と

が
２
カ
所
見
つ
か
り

ま
し
た
。
炉
跡
を
ふ
さ
い
で
い
た

床
板
に
は
墨ぼ

く

書し
ょ

が
あ
り
、
明
治
21

年（
１
８
８
８
年
）に
工
事
が
行
わ

れ
た
こ
と
や
、
工
事
を
行
っ
た
大

工
の
名
前
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
史
資
料
調
査
で
は
、
田
島
家
の

古
い
写
真
や
島
村
の
蚕さ

ん

種し
ゅ

製
造
の

様
子
が
分
か
る
写
真
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
特
に
田
島
家
の
古
い
写

真
に
は
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
建

物
も
写
っ
て
お
り
、
田
島
家
の
建

物
の
変
遷
を
知
る
上
で
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
年
度
か
ら
、
敷
地
内

お
よ
び
周
辺
の
発
掘
調
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
田
島
弥
平
旧
宅
周
辺

の
土
地
は
天
明
３
年（
１
７
８
３

年
）以
降
の
利
根
川
の
洪
水
に
よ

り
堆
積
し
た
砂
で
形
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
主
屋
が
建
築
さ
れ
た
当

時
の
地
面
が
現
在
よ
り
も
低
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
月
５
日
に
は
現
地
説
明
会

を
行
い
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
解

説
し
ま
し
た
。

　
田
島
弥
平
旧
宅
に
代
表
さ
れ
る

市
内
に
残
る
絹
遺
産
は
、
伊
勢
崎

市
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
大
切
な

歴
史
の
記
憶
で
す
。
時
代
の
変
化

と
と
も
に
消
え
ゆ
く
物
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
市
の

宝
物
で
す
。

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
宏

義
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

▲発掘現場で行われた説明会

▼史資料調査で見つかった田島
弥平旧宅主屋の古い写真

い
せ
さ
き

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
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N
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2017
年

2
月

１
日

現
在

●
人

口
　

 212,102
人

（
前

月
比

＋
43）

●
世

帯
数

　
86,427

戸
（

前
月

比
＋

105）

第
　
回（
最
終
回
）

●活動状況は？
▶月１回程度
●活動場所は？
▶境東公民館
●メンバーは？
▶50人

境東公民館（☎74－0453）

24

　会の前身となる「境町地方史研究会」の発足が昭和31年。以
来、60年以上の歴史がある郷土史研究グループです。主に境
地区の歴史研究に取り組み、地域の文化振興と郷土学習のため
に活動しています。会員による研究発表や外部講師を招いての
郷土史講演会、学校や地域の会などへの出前講座、個人宅に眠
る文化財調査などを行っています。会発行の会誌『境歴史資料』
は242号を数え、市内の図書館で読むことができます。

サークル名 	 境史談会

　なかなか図書館に行く時間
がない…。今回の図書館の特
集記事は、そんな人にこそ読
んでほしいです。私自身、「忙
しい」という言い訳が口癖の
ようになり、最近は図書館か
ら足が遠のいていました。取
材や写真撮影で訪れた図書館
には、興味をそそられる本が
いっぱい。気になる小説を借
りるもよし、趣味の雑誌を楽
しむもよし、自己啓発につな
がるヒントを探すもよし。し
かも全て無料です。わざわざ
行くだけの価値があると思い
ませんか。行かないなんて、
もったいない！　　　　（し）
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